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東北大学史料館   
都市再生計画技術分野
石坂　公一
ISHIZAKA Koichi 教授
災害科学国際研究所 地域  都市再生研究部門 都市再生計画技術分野
出身学校
東京工業大学・工学部・社会工学科 1973年 卒業
取得学位
工学博士 東京工業大学 1987年
略歴
1974年—1977年 建設省 住宅局住宅計画課　係員、係長
1977年—1979年 国土庁計画  調整局調整課　主査
1979年—1981年 建設省建築研究所　課長補佐
1981年—1996年 建設省建築研究所　研究員、主任研究員、研究室長
1996年—2006年 東北大学大学院工学研究科都市  建築学専攻　助教授
2006年—現在 東北大学大学院工学研究科都市  建築学専攻　教授
研究経歴
1981年—現在 居住計画、都市計画についての研究に従事
所属学会
日本建築学会, 日本都市計画学会, 日本マンション学会, 都市住宅学会
学会活動
日本都市計画学会　学術委員会委員 1990年－1995年
日本建築学会　建築経済委員会委員 1991年－1996年
日本建築学会　論文集委員 1992年－1994年
日本建築学会　卒論修論表彰委員会委員 1994年－1996年
日本建築学会　技術報告集委員会委員 1997年－1999年
日本建築学会東北支部　常議員 1997年－1999年
日本建築学会　建築経済委員会委員 2000年－2005年
日本建築学会　論文奨励賞選考委員 2006年－2008年
日本建築学会　代議員 2008年－2010年
日本都市計画学会　評議員 2008年－2010年
日本都市計画学会　評議員 2010年－2012年
都市住宅学会　理事  東北支部長 2010年－2014年
日本マンション学会　東北支部長 2011年－2015年
日本建築学会　建築社会システム委員会委員長 2013年－2015年
専門分野
都市計画
研究課題
・住宅及び土地利用計画に関する研究
研究キーワード
居住計画　都市計画　住宅　土地利用
報道
2015 東北の予感 ニュータウンの再生（出演  執筆　新聞　朝日新聞） 2007年3月
仙台  ニュータウン高齢化（出演  執筆　新聞　河北新報） 2009年2月
仙台市 4団地アンケート（出演  執筆　新聞　河北新報） 2009年12月
私に言わせて　 13　知事選（出演  執筆　新聞　読売新聞） 2013年10月
学外の社会活動
第 25回マンション管理セミナー (マンション長寿化セミナー)（講演会 セミナー） 2010年11月－2010年11月
東北大学サテライトキャンパス（公開講座） 2011年7月 －2011年7月
第５回マンション管理士合同研修会仙台大会（講演会  セミナー） 2011年11月－2011年11月
行政機関・企業・ＮＰＯ等参加
岩手県（地方公共団体）　岩手県住宅政策懇話会　委員 1998年3月 —2000年3月
宮城県（地方公共団体）　開発審査会　委員 2000年8月 —2003年7月
岩手県（地方公共団体）　岩手県住宅政策講和会　委員 2001年1月 —2002年3月
都市再生計画技術分野 0 – 1
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国土交通省東北地方整備局（国）　東北住宅ビジョン検討委員会　委員長 2002年4月 —2002年9月
国土交通省（国）　社会資本整備審議会　専門委員 2002年5月 —2004年11月
岩手県（地方公共団体）　岩手県住宅供給公社あり方検討委員会　委員 2003年4月 —2004年3月
岩手県（地方公共団体）　岩手県住宅政策講和会　委員 2004年11月—2004年11月
都市再生機構（その他）　平成 15年住宅需要実態調査都市機構特別分析　委員 2005年3月 —2005年8月
都市再生機構（その他）　平成 15年度住宅需要実態調査特別分析委員会　委員 2005年4月 —2005年8月
国土技術研究センター（国）　第６次宅地需給見通し検討会　座長 2005年9月 —2006年3月
日本学術振興会（その他）　科学研究費委員会　専門委員 2006年1月 —2006年12月
岩手県（地方公共団体）　住宅政策懇話会　委員 2006年3月 —2006年3月
国土技術研究センター（国）　「郊外戸建住宅地の再生  再編のための実態把
握等調査」調査検討会　メンバー
2006年3月 —2006年3月
国土技術研究センター（国）　長期宅地需給検討委員会　座長 2006年7月 —2007年3月
都市再生機構（その他）　平成 17年UR賃貸住宅居住者定期調査特別分析委員
会　委員
2006年7月 —2007年5月
都市再生機構（その他）　人口減少社会における賃貸住宅のあり方に関する調
査委員会　委員長
2006年11月—2007年5月
市浦ハンジング&プランニング（国）　平成 20年住宅需要実態調査検討会　委員 2007年2月 —2007年4月
岩手県（地方公共団体）　住宅政策懇話会　委員 2007年3月 —2007年3月
仙台市（地方公共団体）　仙台市土地利用審査会　委員 2007年4月 —2010年3月
東北産業活性化センター（その他）　規制ニュータウンの課題に関する調査委
員会　委員
2007年7月 —2008年3月
宮城県（地方公共団体）　建築審査会　建築審査会会長 2009年9月 —2011年8月
仙台市（地方公共団体）　郊外居住再構成に関する研究会　講師 2009年12月—2009年12月
仙台市（地方公共団体）　仙台市住生活基本計画検討委員会　委員長 2010年1月 —2013年3月
仙台市（地方公共団体）　仙台市土地利用審査会委員　委員長 2010年4月 —2010年4月
宮城県（地方公共団体）　宮城県復興住宅検討委員会　委員 2011年4月 —2012年3月
国土交通省（国）　平成 25年住生活総合調査に関する検討会　座長 2011年9月 —2012年3月
宮城県（地方公共団体）　建築審査会　建築審査会会長 2011年9月 —現在
総務省統計局（国）　平成 25年住宅  土地統計調査に関する研究会　平成 25年
住宅  土地統計調査に関する研究会構成員
2011年9月 —2012年3月
宮城県庁（地方公共団体）　宮城県住宅施策懇話会　委員 2012年9月 —2012年12月
NHK（その他）　ＮＨＫ新仙台放送会館設計者選定委員　委員長 2012年12月—2013年4月
仙台市（地方公共団体）　仙台市における高齢者のすまい方を考える懇談会　
委員
2015年1月 —2015年1月
学内活動
工学研究科教務委員会 2006年4月 －2007年3月
工学研究科安全衛生委員会 2006年4月 －2008年3月
工学部入試検討委員会 2006年4月 －2008年3月
工学部教務委員会 2007年4月 －2008年3月
工学研究科専攻長会議 2008年4月 －2009年3月
工学部学科長会議 2008年4月 －2009年3月
担当授業科目
(全学教育)
基礎ゼミ 2011年－2011年
建築  社会工学演習 D 2011年－2011年
現代学問論 2013年－2013年
(学部教育)
居住計画論 1995年－現在
建築設計ＣⅠ 2005年－2007年
建築統計解析 2005年－2012年
環境工学概論 2006年－2012年
都市計画 2006年－2008年
(大学院教育)
都市分析学 1995年－現在
国内会議　発表・講演
細密数値情報の解析結果について [地理情報システム研究集会]
(1990年1月24日 –- 1990年1月24日) 口頭（一般）
人口減少下における都市構造に関する研究 [都市ライフサイクルマネジメントシンポジウム]
(2005年11月26日 –- 2005年11月26日, 東京) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
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人口減少時代の住宅市場 [都市住宅学会ワークショップ]
(2005年11月27日 –- 2005年11月27日, つくば市) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
研究懇談会 住宅地マネジメントの課題と展望 [2009年度日本建築学会 (東北)]
(2009年8月26日 –- 2009年8月29日, 仙台) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
東北都市計画への提言 [日本都市計画学会]
(2009年11月14日 –- 2009年11月15日, 長岡市) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
震災と住宅 [日本都市計画学会東北支部震災報告会]
(2011年5月7日 –- 2011年5月7日, 仙台) 口頭（一般）
震災と住宅—被災地からの復興の視点—[日本経済研究センター「地域から考える成長戦略」研究会]
(2011年7月15日 –- 2011年7月15日) 口頭（招待 特別）
メインシンポジウム「東日本大震災からの復旧  復興を展望する」[都市住宅学会大会（名古屋）]
(2011年12月9日 –- 2011年12月10日, 名古屋) 口頭（一般）
東日本大震災の仮設住宅地の課題を検証するー岩手  宮城  福島の事例を通して [都市住宅学会大会（名
古屋）]
(2011年12月9日 –- 2011年12月10日, 名古屋) 口頭（一般）
縮小時代を迎えたニュータウンの展望 [都市住宅学会大会（名古屋）]
(2011年12月9日 –- 2011年12月10日, 名古屋) 口頭（一般）
東日本大震災一年半  初動期の住宅対策と住宅復興に向けた課題「被災地における居住計画上の課題ー宮
城県を対象としてー [日本建築学会大会（東海）建築社会システム部門研究協議会]
(2012年9月13日 –- 2012年9月13日, 名古屋) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
被災マンションの復興に向けて何が課題か [日本マンション学会神戸大会第３分科会]
(2013年4月27日 –- 2013年4月28日, 神戸市) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
被災地の居住復興の展望と課題 [都市住宅学会東日本大震災復興住政策特別研究委員会]
(2013年5月24日 –- 2013年5月24日, 東京) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
マンション再生の可能性と限界ー建築社会システムはどう再編すべきか？ —[日本建築学会大会（北海道）
建築社会システム部門研究協議会]
(2013年8月30日 –- 2013年9月1日, 札幌) 口頭（一般）
メインシンポジウム「東日本大震災復興住宅政策の課題と提言」[都市住宅学会大会第２１回学術講演会]
(2013年11月29日 –- 2013年12月1日, 仙台) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
ワークショップ「東日本大震災の災害公営住宅計画の課題を検証する—岩手  宮城  福島を中心に—」[都
市住宅学会大会第２１回学術講演会]
(2013年11月29日 –- 2013年12月1日, 仙台) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
「震災復興の支援に関するタスクフォース」活動報告 [日本建築学会　東日本大震災３周年シンポジウム]
(2014年3月11日 –- 2014年3月12日, 東京) 口頭（招待 特別）
住宅セーフティネットの再構築を考える [日本建築学会大会（近畿）建築社会システム部門研究協議会]
(2014年9月12日 –- 2014年9月14日, 神戸) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
国内会議　主催・運営
都市住宅学会大会第２１回学術講演会
(2013年11月29日 –- 2013年12月1日, 仙台) ［主催］実行委員長
2014年日本マンション学会学術大会
(2014年4月18日 –- 2014年4月20日, 仙台) ［主催］東北支部長として全体総括
学術受賞
日本建築学会奨励賞 1990年
[日本建築学会]
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）
基盤研究 (C) 1998年4月 －2000年3月
[高齢化  少子化に対応した居住計画の策定に関する研究]
基盤研究 (C) 2010年4月 －2013年3月
[高齢化に対応した地域居住資源マネジメントシステムの開発]
基盤研究 (C) 2013年4月 －2016年3月
[小地域データを活用した被災地支援方策および想定大地震事前対策に関する
研究]
その他の競争資金獲得実績
第一住宅建設協会 2008年4月 －2009年3月
[「地域介護力」の計量的評価手法]
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著書
1) 都市と建築の近未来-21世紀へのアプロ-チ-（執筆担当部分）１章　未来の人間生活. [(1988)5月]
樫野紀元， 石坂公一　他 14名
2) 地域と住宅（執筆担当部分）第 8章 首都圏市街化区域における宅地化の動向. [勁草書房, (1994)7月]
玉置伸吾,石坂公一,他 21名
3) 暮らし  住まい「家族のライフサイクルと住まい」（執筆担当部分）首都圏におけるライフステージ別の居住
状況の変遷. [日本統計協会, (2002)3月]
大江守之,園田眞理子,石坂公一
4) 持続可能な都市住宅地を実現する建築社会システムのありかた（執筆担当部分）第３章　 110s 113 ページ.
[日本建築学会, (2012)3月]
森本信明他
5) 今を生きる　５　自然と科学（執筆担当部分）第 17章　被災地復興における居住計画上の課題　 283s 296.
[東北大学出版会, (2013)2月]
石坂公一他
6) 都市の空閑地空家を考える（執筆担当部分）空き家の現状と課題　 125～138. [株式会社プログレス, (2014)9月
]
石坂公一  富永麻倫 他
研究論文
1) 基本的宅地市場モデルの解の挙動に関する研究. [日本都市計画学会学術研究発表論文集, (17), (1982), 115-120]
石坂公一
2) 宅地需要予測における原単位の予測手法世帯当たり宅地面積について. [日本建築学会論文報告集, (338),
(1984), 131-139]
石坂公一
3) 情報及び作業上の制約条件下における人口分布予測に関する考察-三多摩４３モデルの検証-. [日本都市計画
学会学術研究発表論文集, (19), (1984), 301-306]
竹林寛， 石坂公一
4) 首都圏における住宅の敷地規模分布の特性について. [日本都市計画学会学術研究発表論文集, (19), (1984),
457-462]
石坂公一
5) 大都市圏における家賃および所得分布の統計分析家賃負担率分布の分布特性について. [日本建築学会計画系
論文報告集, (351), (1985), 48-56]
石坂公一， 松本光平
6) 大都市圏の持家市場における住居費負担の統計分析. [日本建築学会計画系論文報告集, (363), (1986), 82-93]
石坂公一， 松本光平
7) 首都圏における住宅敷地関連指標の予測手法. [日本建築学会計画系論文報告集, (375), (1987), 114-125]
石坂公一
8) 住宅地需要の予測手法に関する研究. [建設省建築研究所建築研究報告, (113), (1987), 1-173]
石坂公一
9) 公営住宅ストックの地域特性. [ハウジング研究報告集, 5, (1989), 39-48]
石坂公一
0 – 4 地域  都市再生研究部門
石坂　公一
10) 家賃から見た民営借家市場の地域特性. [建設省建築研究所建築研究報告, (125), (1990), 1-175]
石坂公一
11) 土地利用遷移行列の分析手法に関する考察-首都圏市街化区域における住居系用途を中心とした土地利用変化
動向の分析その１-. [日本建築学会計画系論文報告集, (436), (1992), 59-69]
石坂公一
12) 首都圏における距離帯別の土地利用変化動向-首都圏市街化区域における住居系用途を中心とした土地利用変
化動向の分析その２-. [日本建築学会計画系論文報告集, (442), (1992), 97-106]
石坂公一
13) 住居系用途地域の土地利用変化動向. [ハウジング研究報告集, 10, (1994), 49-56]
石坂公一
14) 土地利用変化の方向と地域特性との関連分析-首都圏市街化区域における住居系用途を中心とした土地利用変
化動向の分析その３-. [日本建築学会計画系論文集, (459), (1994), 79-88]
石坂公一
15) An interpolating model for land-price data with transportation costs and urban activities. [Environment and
Planning B: Planning and Design, (21), (1994), 53-65]
Y Aoki,T Osaragi and K Ishizaka
16) 兵庫県南部地震の被災地域における復興都市計画支援情報システムの検討. [ＧＩＳ—理論と応用, 3 (2),
(1995), 1-8]
寺木　彰浩，岩田　司，糸井川　栄一，脇山　芳和，石坂　公一，長島　雅則，白尾　克伸，小原　保子
17) 定住人口  土地利用の変動傾向と住宅供給が定住人口に与える影響-1980年代の東京都心６区を対象にして-.
[日本都市計画学会学術研究論文集, (31), (1996), 469-474]
李　明勲，石坂公一，大村謙二郎
18) 昭和 59-63年の間の居住地移動からみた首都圏の圏域構造-大都市圏における居住地移動に関する研究 その
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